
 

令和７年１２月８日 

報道機関各位                          北九州市危機管理室 

 

 

 

 

 

北九州市大規模災害対策連絡会の取組みとして、南海トラフ地震などの大規模災害

に備え、江口副市長をはじめ、海上保安庁や自衛隊、警察、消防などの関係機関が、

海上自衛隊の多用途支援艦「あまくさ」に乗艦し、災害時の支援体制を確認します。 

同連絡会は、市と自衛隊で平成１１年に発足し、今年１０月には新たに海上保安庁

や海上自衛隊、警察などを委員として加え、より多様な災害応急対策が実施できるよ

う体制を強化しました。今回が新体制での初の定例会となります。 

記 

１ 日  時 

令和７年１２月１５日（月）１３：００～１７：００ 

※取材可能時間 １３：２０～１４：３０ 

（海上自衛隊多用途支援艦「あまくさ」視察研修から副市長訓示まで） 

時 間 場 所 内 容 取 材 

13:20～14:20 海上自衛隊多用途支援艦「あまくさ」 
（門司１号岸壁） 「あまくさ」視察研修  

可 

14:25～14:30 
旧大連航路上屋２階ホール 
（門司区西海岸一丁目３番５号） 

副市長による訓示 
14:40～17:00 意見交換会 不可 

２ 参 加 者 

江口副市長、国土交通省（海上保安部・九州地方整備局港湾空港部）、 

自衛隊（陸上自衛隊・海上自衛隊・福岡地方協力本部北九州地区隊）、 

北九州市警察部、北九州市港湾空港局、北九州市消防局、北九州市危機管理室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】 

危機管理室危機管理課 

 電話：０９３－５８２－２１１０ 

担当：（課長）渡邉 （係長）八谷 

～海上自衛隊の艦艇「あまくさ」寄港～ 

大規模災害に備え、市と関係機関が連携強化 



 

◆ 大規模災害対策連絡会とは 

 

≪北九州市大規模災害対策連絡会≫  

北九州市内で大規模災害が発生した場合において、北九州市及び防災

関係機関等が相互に緊密に連携し、防災関係機関等の災害応急対策等  

が円滑に実施されるための組織 

設置当初は、陸上自衛隊の災害派遣活動の円滑な実施のみを目的とし

ていたが、令和７年１０月から、海上保安庁、警察、海上自衛隊などを   

新たに委員に加え、多様な災害応急対策等の実施が図れるよう体制を 

強化した。 
 

 

 

 

≪北九州市大規模災害対策連絡会の参加組織≫ 

組   織 

門司海上保安部 

若松海上保安部 

陸上自衛隊第４０普通科連隊 

陸上自衛隊富野弾薬支処 

海上自衛隊下関基地隊 

自衛隊福岡地方協力本部北九州地区隊 

北九州市警察部 

北九州市消防局 

北九州市危機管理室 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 



 

◆ 海上自衛隊多用途支援艦「あまくさ」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 分 内 容 

性能・諸元 

１ 名 称 

多用途支援艦「あまくさ」 

２ 主要な役割 

 ・艦艇訓練・射撃訓練支援：的船・標的曳航、潜水艦訓練支援 

 ・災害派遣・被災地支援：物資輸送・人員輸送、給水・電力供給、避難所機能 

 ・海難救助・事故対応：故障船等曳航・救助、海上防災 

 ・港湾作業・重機支援：デッキクレーン、デッキを活用した洋上等物資積下 

３ 諸 元 

 ・基準排水量：約 980t、ENG：ディーゼル 2基 2 軸・約 5000 馬力 

 ・サイズ：長さ 約 65m、幅 約 12m、喫水 約 3.5m 

 ・最大速力：約 15 ﾉｯﾄ 

４ 装 備 

 ・兵装：12.7mm（50 口径）機関銃×2 

 ・デッキクレーン（性能非公開）、6.3m 複合作業艇、7.9m 内火艇 

５ 災害派遣時の活動実績（代表例） 

 ・東日本大震災(2011 年)：人命救助、物資輸送、給水・給食支援等 

 ・熊本地震(2016 年)：自衛隊隊員の揚陸、人員・物資輸送等 

取材の 

ポイント 

１ 副市長の乗艦時に艦長が出迎え 

２ デッキにおける装備品等の説明受け 

※ 旧大連航路上屋２階での副市長訓示 

①艦内 

③デッキ 
②艦橋 

会合位置 門司１号岸壁 



 

◆ 位置図（門司１号岸壁及び旧大連航路上屋） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 

門司１号岸壁 

旧大連航路上屋 

※集合場所（１３：００まで） 

(C)Esri Japan 


